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同
窓
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

日
頃
か
ら
同
窓
会
活
動
に
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
昨
年
の
７
月
か
ら
同
窓

会
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
、

丁
度
１
年
余
り
が
経
過
し
た
状

況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
間
、

主
だ
っ
た
行
事
と
し
て
同
窓
会

入
会
式
、
卒
業
証
書
授
与
式
、

入
学
式
、
幹
事
会
、
総
会
等
に

出
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

特
に
卒
業
証
書
授
与
式
に
お

き
ま
し
て
は
、
同
窓
生
で
も
あ

る
越
川
信
一･

銚
子
市
長
の
次

に
祝
辞
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま

し
て
、
不
慣
れ
と
緊
張
の
中
、

何
と
か
無
事
に
務
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
総
会
に
お
き
ま
し
て
は
、

同
じ
く
同
窓
生
で
あ
る
帝
国
ホ

テ
ル
常
務
執
行
役
員
・
総
料
理

長
兼
東
京
料
理
長
の
杉
本
雄
氏

を
講
師
に
お
招
き
し
て
「
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
×
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
」
と
題
し
た
講
演
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
ご
存
じ
の
通
り
、
杉

本
様
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
き
ょ
う
の

料
理
」
に
出
演
さ
れ
る
な
ど
大

変
お
忙
し
い
方
で
、
そ
の
中
を

母
校
の
た
め
に
来
て
頂
い
て
お

話
を
し
て
く
だ
さ
る
の
は
と
て

も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
講

演
の
後
の
質
問
に
対
し
て
も
、

真
摯
に
誠
実
に
応
え
て
い
る
姿

に
感
銘
を
受
け
感
動
す
ら
覚
え

ま
し
た
。
現
在
の
お
立
場
は
、

か
つ
て
の
ご
高
名
な
ム
ッ
シ
ュ

ム
ラ
カ
ミ
、
村
上
信
夫
シ
ェ
フ

の
後
継
者
で
し
ょ
う
か
ら
、
そ

の
よ
う
な
凄
い
方
が
自
分
達
と

同
じ
高
校
の
出
身
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
大
変
誇
ら
し
く
嬉
し

く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
講
演
を

お
聴
き
し
て
、
い
ず
れ
村
上
シ
ェ

フ
を
超
え
る
存
在
に
な
っ
て
く

れ
る
も
の
と
大
い
な
る
期
待
を

抱
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
皆
さ
ま
に
報
告
し
て

お
き
た
い
こ
と
が
も
う
一
つ
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
れ
は
昨
年
の
「
同

窓
会
だ
よ
り
」
に
も
書
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
が
、
還
暦
同
窓
会

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

還
暦
同
窓
会
に
つ
き
ま
し
て

は
何
と
か
復
活
さ
せ
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
実
施
で
き
な
か
っ
た
学
年

は
諦
め
る
し
か
な
い
か
な
、
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

事
務
局
か
ら
60
歳
と
65
歳
の
方

を
同
時
に
実
施
す
る
方
法
で
あ

れ
ば
、
何
と
か
復
活
で
き
る
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
提
案
を

頂
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
60
歳
と
65
歳
、
来

年
度
は
現
在
59
歳
と
64
歳
、
再

来
年
度
は
現
在
58
歳
と
63
歳
と

い
う
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
い

け
ば
、
５
年
で
未
実
施
学
年
が

な
く
な
り
ま
す
。
最
後
に
昭
和

63
年
卒
業
の
方
に
な
り
ま
す
の

で
、
昭
和
の
卒
業
生
に
決
ま
り

が
着
く
形
に
も
な
り
ま
す
。

　

60
歳
と
65
歳
と
い
う
の
は
、

人
生
に
お
い
て
も
一
つ
の
大
き

な
節
目
の
年
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
退
職
や
転
職
、
或
い
は
新

し
く
起
業
を
す
る
と
か
、
ま
た

年
金
を
受
け
取
る
等
、
変
化
が
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復
活
に
向
け
て

復
活
に
向
け
て
！！同窓会長

濱 野 恭 一

あ
る
時
で
も
あ
り
、
そ
こ
で
新

た
な
出
会
い
や
き
っ
か
け
等
が

旧
友
に
会
う
こ
と
で
始
ま
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
我
が
校
の
こ
と
を
考
え
て

み
ま
す
と
、
今
年
65
歳
に
な
ら
れ

る
方
々
に
は
西
高
の
１
期
生
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
こ

の
大
事
な
方
た
ち
を
コ
ロ
ナ
の
せ

い
で
蔑
ろ
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
何
と
か
復
活
さ
せ
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と

ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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清
々
し
い
秋
風
が
心
地
よ
く
感

じ
ら
れ
る
今
日
こ
の
頃
、
同
窓
会

員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
、
本
校

の
教
育
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
温

か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
よ
り
校
長
と
し
て
着
任

い
た
し
ま
し
た
志
賀
達
也
と
申
し

ま
す
。
私
は
本
校
の
同
窓
生
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
校
と
は
つ
な

が
り
が
深
く
、
過
去
に
教
諭
と
し

て
９
年
間
（
旧
銚
子
西
高
校
お
よ

び
統
合
後
の
市
立
銚
子
高
校
）、

教
頭
と
し
て
３
年
間
勤
め
、
こ
の

た
び
校
長
と
し
て
再
び
こ
の
地
に

戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
市
立
銚

子
高
校
と
の
深
い
ご
縁
を
、
あ

ら
た
め
て
実
感
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
さ
て
、
旧
市
立
銚
子
高
校
の
正

門
は
現
在
「
南
門
」
と
名
前
を
変

え
、
今
も
生
徒
た
ち
の
通
学
路
と

し
て
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
門
へ

と
続
く
急
な
坂
道
に
は
、
か
つ
て

と
変
わ
ら
ぬ
亀
甲
模
様
の
滑
り
止

め
が
施
さ
れ
、「
亀
甲
坂
」
と
い

う
呼
び
名
で
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
木
々
に
包
ま
れ
た
そ
の
坂
は
、

夏
の
日
差
し
を
や
わ
ら
げ
る
涼
や

か
な
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
で
、
登
校

す
る
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
小
さ

な
非
日
常
の
空
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
亀
甲
坂
を
登
り
き
る
と
、

統
合
前
の
二
つ
の
高
校
の
校
歌
を

刻
ん
だ
石
碑
が
ひ
っ
そ
り
と
た
た

ず
み
、
静
か
に
歴
史
を
語
り
か
け

て
き
ま
す
。
ま
た
、
旧
銚
子
西
高

校
時
代
に
部
活
動
で
県
大
会
を
制

覇
し
、
全
国
大
会
出
場
を
果
た
し

た
こ
と
を
記
念
す
る
「
無
欲
の
勝

利
」
や
「
襷
（
た
す
き
）」
の
石
碑
、

さ
ら
に
は
校
訓
「
和
」
の
石
碑
も

設
置
さ
れ
て
お
り
、
本
校
の
礎
を

築
い
て
こ
ら
れ
た
皆
さ
ま
の
足
跡

と
誇
り
が
、
今
も
確
か
に
息
づ
い

て
い
ま
す
。

　
今
年
４
月
に
は
、２
４
０
名
（
６

ク
ラ
ス
）
の
新
入
生
を
迎
え
、
全

校
生
徒
数
は
７
４
４
名
と
な
り
ま

し
た
。
統
合
か
ら
17
年
目
を
迎
え

た
本
校
は
、
生
徒
数
減
少
の
波
を

も
の
と
も
せ
ず
、
学
習
・
行
事
・

部
活
動
に
お
い
て
日
々
活
気
に
満

ち
て
い
ま
す
。
６
月
に
開
催
さ
れ

た
「
市
銚
祭
」
で
は
、
一
般
公
開

日
と
な
っ
た
21
日
（
土
）
の
来
場

者
数
は
２
０
０
０
名
を
超
え
、
生

徒
た
ち
は
、
展
示
や
発
表
、
模
擬

店
を
通
し
て
学
び
の
成
果
を
地
域

の
皆
さ
ま
に
披
露
し
、
多
く
の
笑

顔
と
交
流
が
あ
ふ
れ
る
、
か
け
が

え
の
な
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
部
活
動
の
加
入
率
は

90
％
を
超
え
、
生
徒
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
日
々
努

力
を
重
ね
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、

陸
上
競
技
部
（
３
年
・
男
子
ハ
ン

マ
ー
投
げ
）
お
よ
び
特
別
部
（
体

操
競
技
・
２
年
・
男
子
個
人
総
合
）

が
関
東
大
会
に
出
場
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
舞
台
で
市
立
銚
子
高
校
の
誇

り
を
胸
に
、
力
強
い
投
て
き
や
演

技
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
生
徒
た
ち
の
た
ゆ
ま

ぬ
挑
戦
と
成
長
の
背
景
に
は
、
同

窓
会
員
の
皆
さ
ま
が
築
き
上
げ
て

こ
ら
れ
た
伝
統
、
そ
し
て
地
域
に

根
ざ
し
、
地
域
か
ら
長
年
に
わ
た

り
寄
せ
ら
れ
て
き
た
厚
い
信
頼
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
教
職
員
一
同

校長

志 賀 達 也

  

受
け
継
ぎ
、

受
け
継
ぎ
、

　
進
化
す
る
伝
統

　
進
化
す
る
伝
統

母校母校
　　 　　 はは 今今

　
本
年
度
、
千
葉
県
高
等
学
校
体

操
競
技
大
会
に
て
個
人
第
３
位
の

成
績
を
収
め
、
第
74
回
関
東
高
等

学
校
体
操
競
技
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
校
は
体

操
競
技
部
が
な
い
た
め
、
特
別
部

と
し
て
出
場
し
て
い
ま
す
。
伊
藤

選
手
は
小
中
と
体
操
競
技
を
続

け
、
高
校
で
も
継
続
し
て
競
技
を

続
け
た
い
と
い
う
希
望
で
、
県
立

銚
子
商
業
高
等
学
校
の
体
操
競
技

部
と
合
同
で
練
習
し
て
お
り
、
県

立
銚
子
高
校
は
団
体
、
伊
藤
選
手

は
個
人
で
関
東
大
会
出
場
が
決
ま

り
、
本
当
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
大
会
出
発
前
、
ク
ラ
ス
で
壮
行

会
が
開
か
れ
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
か

ら
激
励
寄
せ
書
き
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
涙
が
出
る
ほ
ど

う
れ
し
か
っ
た
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　
今
年
度
の
関
東
大
会
は
、
茨
城

県
笠
松
運
動
公
園
体
育
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。
体
操
競
技
は
、
跳
馬
、

平
行
棒
、
鉄
棒
、
床
、
鞍
馬
、
つ

り
輪
の
６
種
目
で
競
技
点
数
を
競

い
合
い
ま
す
。
他
県
の
５
名
の
選

手
と
共
に
各
種
目
一
発
勝
負
で
競

技
し
て
い
き
ま
す
。
前
日
か
ら
会

場
入
り
し
、
普
段
か
ら
一
緒
に
練

習
し
て
い
る
銚
子
商
業
の
生
徒
と

共
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
で

練
習
で
き
ま
し
た
。

　
競
技
当
日
は
、
跳
馬
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
得
意
の
伸
身

ツ
カ
ハ
ラ
か
ら
入
り
ま
し
た
が
、

緊
張
か
ら
か
着
地
が
上
手
く
い
か

ず
、
ふ
ら
つ
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
鉄
棒
、
床
と
徐
々
に
緊
張
も

ほ
ぐ
れ
、
床
で
は
側
転
→
バ
ク
転

→
バ
ク
宙
を
ピ
タ
ッ
と
決
め
、
良

い
演
技
が
出
来
て
い
ま
し
た
。
鞍

馬
、
平
行
棒
、
つ
り
輪
と
力
技
も

こ
な
し
６
種
目
全
て
の
競
技
が

終
わ
り
ま
し
た
。
同
じ
組
で
回
っ

て
い
た
選
手
と
共
に
励
ま
し
合

い
、
健
闘
を
讃
え
合
い
な
が
ら
競

技
を
進
め
て
い
く
と
こ
ろ
は
、
他

は
、
そ
の
大
切
な
バ
ト
ン
を
し
っ

か
り
と
受
け
継
ぎ
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
「
夢
を
カ
タ
チ
に
」
す
る

教
育
に
、
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
本
校
へ
の
変
わ
ら
ぬ

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
同
窓
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
更
な

る
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

特
別
部(

体
操
競
技)

２
Ｄ 

伊
藤 

滉
人

第
74
回
関
東
高
等
学
校
体
操
競
技
・

新
体
操
選
手
権
大
会

関
東
大
会
出
場
報
告

関
東
大
会
出
場
報
告
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本
年
度
、
陸
上
競
技
部
は
６
種

目
に
延
べ
８
名
が
出
場
し
、
県
大

会
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

男
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ
に
出
場
し
た

髙
野
優
選
手
が
見
事
４
位
に
入
賞

し
、
関
東
大
会
へ
の
出
場
を
果
た

し
ま
し
た
。

　
地
区
大
会
で
は
自
己
ベ
ス
ト
と

な
る
39
ｍ
を
記
録
し
ま
し
た
が
、

県
大
会
で
上
位
６
位
以
内
に
入
る

に
は
厳
し
い
状
況
で
し
た
。
残
さ

れ
た
２
週
間
、
髙
野
選
手
は
投
げ

方
の
見
直
し
を
は
じ
め
、
で
き
る

限
り
の
工
夫
と
努
力
を
重
ね
て
臨

み
ま
し
た
。

陸
上
競
技
部
顧
問　

及
川 

直
紀

陸
上
競
技
部

陸
上
競
技
部    

髙
野
優
選
手

髙
野
優
選
手  

関
東
大
会
出
場
！

関
東
大
会
出
場
！

　
そ
し
て
迎
え
た
県
大
会
本
番
。

髙
野
選
手
は
46
ｍ
89
と
い
う
素
晴

ら
し
い
記
録
を
叩
き
出
し
、
堂
々
の

４
位
入
賞
。
関
東
大
会
へ
の
切
符
を

手
に
し
ま
し
た
。
栃
木
県
で
開
催
さ

れ
た
関
東
大
会
で
は
、
45
ｍ
74
と

安
定
し
た
記
録
を
残
し
、
22
人
中

12
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し

た
。
日
頃
か
ら
廊
下
や
教
室
で
も

タ
ー
ン
の
練
習
に
励
む
髙
野
選
手

の
姿
は
、
部
員
や
教
職
員
の
間
で

も
印
象
的
で
し
た
。
そ
の
ひ
た
む

き
な
努
力
が
実
を
結
ん
だ
今
回
の

成
果
は
、「
努
力
は
決
し
て
裏
切
ら

な
い
」
と
い
う
言
葉
を
改
め
て
実

感
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。

　
ま
た
、
髙
野
選
手
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
、
仲
間
、
ご
家

族
、
そ
し
て
同
窓
会
の
皆
様
の
温

か
い
応
援
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
が
、

彼
の
挑
戦
を
力
強
く
後
押
し
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
陸
上
競
技
部
の
さ
ら

な
る
活
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

の
競
技
に
な
い
礼
儀
作
法
な
の

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
伊
藤
選
手

は
２
年
生
、
今
後
の
活
躍
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

令和６年度進学状況

種　　別 普通 理数

国公立大学 30 15

国立大学校

・ 短 大     
0 0

私 立 大 学 161 24

私 立 短 大 4 0

専 門 学 校 12 2

（
国
公
立
大
57
）
※
（
　
）
内
は
浪
人
生

北
見
工
大
２
、
秋
田
大
１
、
山
形
大
２
、

福
島
大
１
、
茨
城
大
６
、
筑
波
大
１
、

宇
都
宮
大
１
、
埼
玉
大
３
、千
葉
大
４
、

東
京
学
芸
大
２
、
新
潟
大
２
、
奈
良
教

育
大
１
、
鹿
児
島
大
１
、
福
島
県
立
医

科
大
１
（
１
）、
釧
路
公
立
大
２
、
宮
城

大
１
、
山
形
県
米
沢
栄
大
１
、
会
津
大
１
、

前
橋
工
科
大
１
、
高
崎
経
大
２
、
埼
玉

県
立
大
３
、千
葉
保
健
医
療
大
８
、
東
京

都
立
１
、
山
梨
県
立
大
１
、
都
留
文
科

大
３
、
諏
訪
東
京
理
大
１
、
滋
賀
県
立

大
１
、
神
戸
市
外
大
１
、
県
立
広
島
大
１
、

高
知
工
科
大
１

（
私
立
大
学
685
）

学
習
院
大
１
、
明
治
大
６
、
青
山
学
院

大
７
、
立
教
大
５
、
中
央
大
14
（
１
）、

法
政
大
７
（
２
）、
成
蹊
大
８
、
明
治
学

院
大
15
、
武
蔵
大
18
、
日
本
大
43
（
１
）、

東
洋
大
43
、
駒
澤
大
８
（
１
）、
専
修
大

16
、
北
里
大
４
、
順
天
堂
大
７
、
国
際

医
療
福
祉
大
34
、
千
葉
科
学
大
８
　
他

進
　
　
学
（
合
格
）

（
民
間
企
業
１
）

一
般
財
団
法
人
航
空
保
安
事
業
セ
ン
タ
ー

（
公
務
員
４
）

多
古
町
役
場
、
警
察
庁
、
神
栖
市
役
所
、

東
京
消
防
庁

就
　
　
職

部 

活 

動 

名

部 

員 

数

男
子

女
子

野
　
球

28

3

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

12

9

硬
式
テ
ニ
ス

24

16

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子

27

3

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

0

17

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

33

4

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子

0

32

柔
　
道

0

0

剣
　
道

1

1

陸
上
競
技

15

10

弓
　
道

11

21

サ
ッ
カ
ー

25

3

ラ
グ
ビ
ー

0

0

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子

40

1

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子

0

21

卓
　
球

15

8

空
手
道

5

13

水
　
泳

5

0

科
　
学

15

2

華
　
道

1

10

文
　
芸

3

14

英
　
語

7

13

写
　
真

5

17

書
　
道

1

10

美
　
術

3

12

演
　
劇

3

12

吹
奏
楽

13

36

茶
　
道

7

28

Ｊ
Ｒ
Ｃ

18

12

合
　
唱

1

5

家
庭
同
好
会

4

16

生
徒
会
本
部

3

6

合
　
計

325

354

※ 
５
月
現
在
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ホームページ開設のお知らせ 市立銚子高校同窓会
住所変更もできます！
　同窓会だよりバックナンバーも
　　　　　　　ご覧いただけます !!

１年生を対象とした、卒業生による職業に関する授業を10月９日(木)
に行う予定です。講師の皆さんです。(敬称略)職 業 人 講 話

番号 お名前（敬称略） 所　　　　　　属 業種・系統
１ 袖山　一帆（H18. 卒） 袖山法律事務所 弁護士

２ 勝浦　瑞貴（H25. 卒） 松戸市立総合医療センター 医者

３ 岩田　佳之（H9. 卒） 国保旭中央病院 薬剤師

４ 阿瀬　貴博（H7. 卒） 東京大学 大気海洋研究所 研究員

５ 植田　悠吾（H24. 卒） 総合化学メーカー 会社員

６ 植田　桃子（H24. 卒） 千葉県内小学校 教員

7 新倉　昭仁（R4. 卒） 千葉県警察市川警察署 警察官

８ 佐久間　快枝（H2. 卒） チョウシ・チアーズ株式会社 起業家

９ 坂尾　英彦（H12. 卒） Hennery Farm 農家

10 谷川　晃煕（H30. 卒） tokiyori.cafe 起業家

11 鈴木　香菜（H21. 卒） 日比谷花壇 フラワーデザイナー

学校行事紹介
５月２８日、２９日に球技大会、６月２０日、
２１日に市銚祭 ( 文化祭 ) が開催されまし
た。たくさんの来場者の方をお迎えし、生徒
達は躍動感あふれるパフォーマンスや各団
体の個性溢れる出し物・作品を見せてくれ
ました。２年次生は１０月末に修学旅行を控
えています。

Event!

文化祭文化祭球技大会球技大会

文化祭文化祭球技大会球技大会

文化祭文化祭



市立銚子高校同窓会だより 第１８号（5）　令和７年１０月１日

　
７
月
12
日(

土)

午
後
３
時
か
ら
「
銚
子
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
、
総
会
・
講
演
会
・

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
令
和
６
年
度
事
業
・
決
算
の

承
認
と
、
令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
常
務
執
行
役

員
・
総
料
理
長
兼
東
京

料
理
長 

杉
本
雄
氏
が

「
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー 

× 

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」

と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま

し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
数
年

ぶ
り
に
会
う
旧
友
と
の

再
会
を
喜
び
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
旧
交
を

温
め
ま
し
た
。

役　職 氏　　名 卒　年

会 長 濱 野 恭 一 昭和５３年

副 会 長
（東京支部会長）

伊 藤 雅 詞 昭和６３年

副 会 長 江 畑 雅 充 昭和４５年

副 会 長 島 田 洋 二 郎 昭和４８年

副 会 長 浅 野 裕 子 昭和５４年

副 会 長 伊 東 　 均 昭和５６年

副 会 長 笹 本 尚 子 昭和５６年

副 会 長 伊 東 正 博 平 成２年

副 会 長 浪 川 俊 一 平 成２年

事 務 局 長 鵜 澤 健 太 平成２５年

事務局次長 宮 穂 和 浩 平成１６年

会 計 加 瀬 舜 祐 平成２３年

会 計 小 林 　 史 平成２６年

役　職 氏　　名 卒　年

会 計 監 査 野 口 祐 子 平成１６年

会 計 監 査 成 毛 一 真 平成２１年

総務委員長 浅 野 裕 子 昭和５４年

広報委員長 片 山 貴 夫 平 成２年

事業委員長 島 田 洋 二 郎 昭和４８年

顧 問 信 田 臣 一 昭和３８年

顧 問 宮 内 　 敏 昭和３６年

顧 問 杉 山 俊 明 昭和４４年

顧 問 伊 勢 﨑  　翼 昭和４７年

顧 問（校長） 志 賀 達 也

顧 問（教頭） 佐 々 木　 理

顧 問
（ 事 務 長 ）

鴨 作 き よ 美 昭和６１年

令和７年度　同窓会役員令和７年度　同窓会役員

令和７年度　同窓会　会計令和７年度　同窓会　会計

収 入 金 額 5,716,915

支 出 金 額 5,119,976

差 引 残 高 596,939

（単位 円）

令和７年度　同窓会基金　会計令和７年度　同窓会基金　会計

収 入 金 額 8,037,795

支 出 金 額 3,139,725

差 引 残 高 4,898,070

（単位 円）

項　目 本年度予算額 前年度決算額

1 入 会 金 1,092,000 1,072,000

2 会 費 1,000,000 1,158,000

3 財政調整金 2,000,000 2,000,000

4 繰 越 金 672,786 672,786

5 繰 入 金 700,000 700,000

6 雑 収 入 2,214 114,129

収 入 合 計 5,467,000 5,716,915

（単位 円）収入の部

項　目 本年度予算額 前年度決算額

1 繰 越 金 6,036,942 6,036,942

2 積 立 金 0 0

3 財政調整金 2,000,000 2,000,000

4 雑 収 入 3,058 853

収 入 合 計 8,040,000 8,037,795

（単位 円）収入の部

項　目 本年度予算額 前年度決算額

1 卒業記念品費 180,000 176,988

2 生徒活動支援費 300,000 234,550

3 行事補助費 60,000 47,960

4 会 運 営 費 52,000 22,476

5 会 議 費 100,000 110,591

6 委 員 会 費 25,000 24,960

7 接待交際費 30,000 30,000

8 印 刷 費 650,000 510,543

9 通信運搬費 1,700,000 1,871,908

10 奨 励 金 100,000 90,000

11 慶 弔 費 50,000 0

12 財政調整金 2,000,000 2,000,000

13 予 備 費 220,000 0

支 出 合 計 5,467,000 5,119,976

（単位 円）支出の部

項　目 本年度予算額 前年度決算額

1 繰 出 金 700,000 700,000

2 財政調整金 2,000,000 2,000,000

3 施設整備費 500,000 439,725

支 出 合 計 3,200,000 3,139,725

（単位 円）支出の部

同窓会 R E P O R T

告
報
会
総

令和 6 年度同窓会事業報告
４
月
９
日（
火
）

４
月
19
日（
金
）

５
月
10
日（
金
）

５
月
31
日（
金
）

６
月
８
日（
土
）

６
月
16
日（
日
）

７
月
21
日（
日
）

10
月
１
日（
火
）

11
月
15
日（
金
）

２
月
8
日（
土
）

３
月
４
日（
火
）

３
月
５
日（
水
）

入
学
式
（
同
窓
会
長
出
席
）	

本
校

教
職
員
歓
送
迎
会
（
来
賓
不
参
加
）	

モ
ン
ベ
ル
ジ
ェ

第
１
回
執
行
部
会
議	

本
校

（
事
業
・
会
計
・
総
会
・
幹
事
会
・
役
員 

他
）

第
２
回
執
行
部
会
議	

本
校

（
事
業
・
役
員 

他
）

第
１
回
幹
事
会	

本
校

（
事
業
・
会
計
・
役
員 

他
）

東
京
支
部
総
会	

学
士
会
館

総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会	

銚
子
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

「
同
窓
会
だ
よ
り
」（
第
17
号
）
発
行

発
送
先

：

会
費
納
入
者
と
左
記
の
卒
業
年
の
同
窓
生

・
昭
和
48
年
以
前
（
70
歳
以
上
）

・
昭
和
53
、
57
、
58
、
59
、
63
年

・
平
成
５
、
10
、
15
、
20
、
25
、
30
年

・
令
和
５
、 

６
年

第
３
回
執
行
部
会
議	

本
校

（
事
業
総
括
・
地
元
幹
事
会
・
来
年
度
予
定 

他
）

地
元
幹
事
会	

銚
子
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

同
窓
会
入
会
式
（
同
窓
会
長
出
席
）	

本
校

卒
業
証
書
授
与
式
（
同
窓
会
長
出
席
）	

本
校
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卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
お
元
気
で

す
か
？ 

市
立
銚
子
高
校
同
窓
会

だ
よ
り
に
寄
稿
す
る
機
会
を
い
た

だ
き
、
懐
か
し
い
学
び
舎
に
思
い

を
馳
せ
て
い
ま
す
。
貴
重
な
機
会

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
現
在
、
オ
ラ
ン
ダ

の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
あ
る
大

学
で
多
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
教
え
て
い
ま
す
。
大
学

卒
業
後
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
ス

ペ
イ
ン
、
そ
し
て
現
在
は
オ
ラ
ン

ダ
に
住
ん
で
い
ま
す
。
異
文
化
が

交
差
す
る
こ
の
場
所
で
、
世
界
中

か
ら
集
ま
る
大
学
生
と
共
に
学

び
、
成
長
で
き
る
毎
日
は
刺
激
的

で
本
当
に
楽
し
い
日
々
で
す
。

　
自
由
気
ま
ま
な
日
々
が

　
　
　
　
　
　
　
育
ん
だ
も
の

　
高
校
で
の
私
は
、
正
直
な
と
こ

ろ
、
勉
強
も
ろ
く
に
せ
ず
本
当
に

自
由
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
授

業
中
に
お
し
ゃ
べ
り
ば
か
り
し
て

先
生
た
ち
か
ら
「
み
す
み
～
」
と

何
度
も
注
意
さ
れ
た
こ
と
、
化
学

は
い
つ
も
赤
点
ば
か
り
で
、
テ

ス
ト
の
た
び
に
先
生
に
「
お
願

い
、
点
数
お
ま
け
し
て
！
」
と
懇

願
し
て
い
た
の
も
良
い
思
い
出
で

す
（
で
も
一
度
も
お
ま
け
し
て
く

れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
な
ぁ
笑
）。

硬
式
テ
ニ
ス
部
で
は
、
皆
が
一
緒

に
な
っ
て
炎
天
下
で
真
っ
黒
に
な

り
な
が
ら
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
た

日
々
、
と
て
も
懐
か
し
く
思
い

ま
す
。

　
そ
ん
な
私
で
し
た
が
、
先
生
方

は
い
つ
も
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
中
で
も
鮮
明
に
覚
え
て

い
る
の
は
、
私
が
「
女
子
大
に
行

き
た
い
」
と
あ
る
先
生
に
話
し
た

ら
「
女
子
大
に
行
っ
た
ら
み
す
み

は
大
学
を
辞
め
る
こ
と
に
な
る

ぞ
ー
」
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。
当

時
の
私
は
ピ
ン
と
来
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
思
え
ば
、
こ
う
し

て
世
界
中
の
多
様
な
人
々
と
交
流

し
、
刺
激
を
受
け
て
い
る
私
の
性

格
を
、
先
生
は
既
に
見
抜
い
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
ち
な

み
に
女
子
大
は
無
事
に
卒
業
し
ま

し
た
笑
）

　
あ
の
頃
の
「
自
由
」
が

　
　
　
　
　
今
の
私
に
繋
が
る

　
現
在
も
様
々
な
経
験
を
通
し

て
、
自
分
自
身
が
成
長
で
き
て
い

る
の
も
、
高
校
で
出
会
っ
た
恩
師

や
友
人
た
ち
が
自
由
奔
放
な
私
を

暖
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お

か
げ
だ
と
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

し
、
個
人
が
や
り
た
い
こ
と
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
校
風
が
あ
り

ま
し
た
。
今
は
そ
ん
な
母
校
に
恩

返
し
が
し
た
く
て
、
毎
年
、
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
と
称
し
て
オ
ラ
ン

ダ
の
大
学
生
を
銚
子
に
連
れ
て
き

て
、
母
校
の
高
校
生
と
交
流
さ
せ

て
い
ま
す
。
こ
の
交
流
が
、
未
来

を
担
う
彼
ら
の
視
野
を
広
げ
、
世

界
に
は
色
々
な
考
え
を
も
つ
人
た

ち
が
い
て
、
そ
ん
な
人
た
ち
と
関

わ
る
こ
と
は
楽
し
い
事
な
ん
だ
、

と
少
し
で
も
感
じ
て
く
れ
れ
ば

幸
い
で
す
。

　
な
か
な
か
会
う
機
会
は
少
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
輝
い
て
い
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
か

ま
た
、
ど
こ
か
で
お
会
い
で
き

る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ど
う
か
お
体
に
気
を
付
け
て
、

皆
さ
ん
お
元
気
で
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

　
早
い
も
の
で
自
身
が
市
立
銚
子

高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
21
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
現
在
私
は
、
代
表

を
す
る
会
社
で
銚
子
市
初
の
ワ
イ

ナ
リ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し
２
０
２
３

年
か
ら
醸
造
、
今
年
か
ら
銚
子
市

で
の
ぶ
ど
う
栽
培
に
着
手
し
て
お

り
ま
す
。
私
自
身
、
ま
さ
か
そ
ん

な
日
が
来
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
在
学
当

時
の
私
は
甲
子
園
出
場
を
目
指

し
、
と
に
か
く
野
球
に
明
け
暮
れ

た
日
々
で
真
っ
黒
な
肌
と
坊
主
頭

で
の
生
活
が
私
の
青
春
時
代
で
し

た
。
勉
学
は
努
力
不
足
に
よ
り
入

学
後
に
成
績
は
右
肩
下
が
り
、
３

年
次
に
は
赤
点
を
取
ら
な
い
だ
け

の
勉
強
の
み
で
し
た
が
、
恩
師
の

お
陰
で
何
と
か
大
学
に
進
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
学
で
も

細
々
と
野
球
を
続
け
、
新
卒
で

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
に
就
職
、
そ
の

後
Ｕ
タ
ー
ン
に
て
２
０
１
８
年
に

地
元
銚
子
で
の
生
活
を
開
始
し
ま

し
た
。
東
京
で
の
生
活
も
非
常
に

楽
し
く
捨
て
が
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
授
か
っ
て
い
た
子
供
た
ち
の

子
育
て
や
自
身
の
今
後
の
人
生
の

意
義
を
考
え
、
銚
子
の
家
業
に
戻

る
こ
と
に
決
意
し
ま
し
た
。

　
家
業
は
１
９
２
１
年
、
千
葉
県

銚
子
市
に
て
曾
祖
父
が
「
座
古
萬

蔵
商
店
」
を
創
業
し
ま
し
た
。
当

時
は
米
の
小
売
業
か
ら
ス
タ
ー

ト
、
現
在
は
主
に
水
産
加
工
や

食
品
メ
ー
カ
ー
の
お
客
様
に
対
し

て
、
調
味
料
な
ど
の
原
材
料
や
薬

品
類
を
供
給
す
る
仕
事
で
す
。
当

社
が
商
品
企
画
段
階
か
ら
ご
一
緒

し
た
商
品
が
全
国
に
流
通
さ
れ
る

こ
と
も
多
く
、
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

１
０
０
年
で
は
様
々
な
こ
と
が

あ
り
、
一
度
は
会
社
の
資
産
や

屋
号
が
無
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
、
地
域
や

親
戚
に
支
え
ら
れ
て
何
と
か
事
業

を
こ
の
地
で
続
け
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
ワ
イ
ン
造
り
を
開
始
し
た
の

は
、
そ
の
１
０
０
年
分
の
恩
返
し

が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
す
。
自
社

の
事
業
に
も
地
域
に
も
良
い
事
業

に
ワ
イ
ン
造
り
を
選
び
ま
し
た
。

先
祖
が
残
し
た
経
営
理
念
に
も
記

さ
れ
て
い
る
方
針
と
自
身
の
直
感

で
そ
う
決
め
ま
し
た
。
こ
の
事
業

は
次
の
１
０
０
年
ま
で
続
け
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
ワ
イ
ン
が
持
つ

ロ
マ
ン
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
人
々

が
集
ま
り
、
更
な
る
事
業
体
を

あ
の
人

あ
の
人
・・
こ
の
人

こ
の
人

    　

ｐ

　

ｐ..
ｓｓ..

元
気
で
す
か
？

元
気
で
す
か
？

三角  千絵
（Ｈ元年卒）

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
よ
り

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
よ
り

坐古  拓也
（Ｈ１６年卒）

一
〇
〇
年
続
く
事
業
を

一
〇
〇
年
続
く
事
業
を

目
指
し
て

目
指
し
て
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く
Ｈ
（
ホ
ー
ム
）
と
呼
ぶ
こ
と
が

都
会
的
に
感
じ
好
き
で
し
た
。
現

在
も
そ
う
呼
ん
で
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？

　
私
の
所
属
し
た
図
書
委
員
会
の

部
屋
に
は
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
が
沢
山

あ
っ
た
の
で
す
が
、
毎
日
そ
れ
を

目
当
て
に
読
み
に
来
る
男
子
が
い

ま
し
た
。
そ
う
で
す
こ
の
方
こ
そ

が
私
の
主
人
と
な
っ
た
人
な
の
で

す
。
旭
の
中
学
か
ら
女
子
で
初
め

て
お
山
へ
入
学
し
（
と
記
憶
し
て

い
ま
す
）
今
81
年
の
人
生
の
中
、

紆
余
曲
折
は
有
り
ま
し
た
が
、
同

級
生
と
結
婚
し
58
年
と
云
う
年
月

を
共
に
過
ご
せ
て
い
ま
す
。
教
師

に
な
り
た
く
て
選
ん
だ
お
山
で
、

蕎
麦
屋
の
跡
継
ぎ
の
主
人
と
出
逢

い
、
二
人
三
脚
、
大
病
も
せ
ず
人

に
恵
ま
れ
一
生
懸
命
に
蕎
麦
屋
の

お
か
み
さ
ん
と
し
て
倖
に
生
き
て

居
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
残
り
の
人

生
を
二
人
で
笑
顔
絶
や
さ
ず
過
ご

し
て
行
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
時

折
お
山
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
開
い

て
微
笑
み
な
が
ら
・
・
・
。

い
た
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
没
入
・
・
・

昭
和
38
年
卒
業
し
、
あ
れ
か
ら
62

年
の
歳
月
。

　
私
が
入
学
し
た
年
に
初
め
て
女

子
の
制
服
が
出
来
た
の
で
す
。
学

校
玄
関
口
に
有
っ
た
マ
ネ
キ
ン
が

焦
茶
色
の
素
敵
な
制
服
を
纏
い
出

迎
え
て
く
れ
た
事
を
今
で
も
良
く

覚
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
年

も
う
一
つ
、
工
業
科
が
設
立
さ
れ

た
の
で
す
。
初
め
て
の
工
業
科
に

女
子
は
一
名
、
体
育
の
授
業
等
は

私
達
普
通
科
の
女
子
と
一
緒
に
受

け
た
も
の
で
す
。
工
業
科
実
験
棟

で
時
折
見
か
け
た
白
衣
姿
が
と
て

も
新
鮮
で
輝
い
て
見
え
た
も
の
で

し
た
が
、
時
に
何
と
も
云
え
ぬ
薬

品
の
臭
さ
が
漂
う
の
は
苦
手
で
し

た
（
笑
）

　
男
子
の
学
帽
に
は
白
線
が
二
本

有
り
、
川
端
康
成
の
伊
豆
の
踊
り

子
の
学
帽
を
模
し
た
と
か
？
そ
の

白
線
は
学
年
を
重
ね
る
と
少
し
ず

つ
細
く
な
っ
て
い
き
、
当
時
の
お

酒
落
だ
っ
た
の
か
白
線
を
抜
き
、

学
帽
で
皮
靴
を
磨
き
テ
カ
ら
せ
る

の
は
先
輩
の
証
だ
っ
た
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
ね
。

　
ま
た
、
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
生

活
指
導
部
「
鬼
の
長
谷
川
」
と
恐

れ
ら
れ
た
厳
し
い
先
生
の
皮
の
ス

リ
ッ
パ
で
廊
下
を
歩
く
音
は
今
も

耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
お
山
は
、
ク
ラ
ス
を
組
で
は
な

作
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
想
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ワ
イ
ン
の

ブ
ラ
ン
ド
は
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
の

「
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
」
カ
ジ
ュ
ア

ル
ラ
イ
ン
の
「
漁
師
は
歌
う
」
が

あ
り
ま
す
。「
漁
師
は
歌
う
」
の

エ
チ
ケ
ッ
ト
ラ
ベ
ル
に
は
漁
師
が

肩
を
組
ん
で
歌
う
姿
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
大
漁
で
あ
る
こ

と
を
意
味
し
、
魚
が
あ
る
こ
と
で

仲
卸
業
、
水
産
加
工
業
、
飲
食
業
、

自
社
を
含
む
そ
の
他
の
事
業
者
が

動
き
出
し
、
町
全
体
が
潤
い
ま
す
。

つ
ま
り
大
漁
を
祝
い
、
酒
を
飲
ん

で
歌
う
漁
師
さ
ん
が
い
る
こ
と
が

銚
子
の
町
が
良
い
状
態
だ
と
思
う

の
で
す
。
私
た
ち
が
作
る
ワ
イ
ン

は
、
そ
ん
な
彼
ら
に
最
大
の
リ
ス

ペ
ク
ト
を
込
め
た
ワ
イ
ン
で
す
。

同
窓
の
皆
様
に
も
私
た
ち
の
想
い

が
詰
ま
っ
た
ワ
イ
ン
を
お
試
し
い

た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　
私
は
昭
和
60
年
４
月
に
看
護
師

を
目
指
し
て
衛
生
看
護
科
に
入
学

し
ま
し
た
。
小
学
生
の
頃
よ
り
憧

れ
、
中
学
生
に
な
る
と
衛
生
看
護

科
に
入
る
以
外
の
選
択
肢
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
衛
生
看
護

科
は
学
校
を
卒
業
す
る
と
看
護
師

の
資
格
が
も
ら
え
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
高
校
の
授
業
と
並
行

し
て
、
看
護
師
と
な
る
べ
く
基
礎

知
識
を
学
び
、
高
校
三
年
の
３
月

に
准
看
護
師
の
試
験
を
受
け
、
合

格
す
る
と
県
知
事
か
ら
の
資
格
証

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

正
看
護
師
と
な
る
に
は
さ
ら
に
専

門
学
校
や
大
学
で
学
習
し
て
、
資

格
試
験
を
受
験
し
合
格
す
る
と
厚

生
大
臣
か
ら
資
格
証
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
衛
生
看
護
科
は

最
短
で
看
護
師
と
な
る
こ
と
が
で

き
る
コ
ー
ス
で
し
た
。

　
西
高
に
は
普
通
科
と
衛
生
看
護

科
が
あ
り
ま
し
た
。
教
室
は
女
子

校
、
教
室
の
外
は
共
学
校
。
そ
ん

な
イ
メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
か
。
校
舎

に
は
看
護
棟
が
あ
り
、
看
護
の
基

礎
と
な
る
知
識
を
担
当
の
先
生
方

が
優
し
く
楽
し
く
、
時
に
厳
し
く

指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
階

段
式
と
な
っ
た
教
室
で
は
現
役
医

師
が
講
師
と
し
て
来
校
し
、
解
剖

学
や
微
生
物
学
な
ど
専
門
分
野
の

授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
実
習
が
で
き
る
よ
う
に

ベ
ッ
ド
の
設
置
が
さ
れ
て
お
り
、

シ
ー
ツ
交
換
や
体
位
交
換
な
ど
の

基
礎
実
習
に
向
け
て
、
生
徒
同
士

で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
が

整
っ
て
い
ま
し
た
。
学
校
で
学
び

き
れ
な
い
こ
と
を
実
習
と
し
て
、

銚
子
市
立
病
院
や
旭
中
央
病
院
へ

行
き
ま
す
。
直
接
患
者
さ
ん
と
接

す
る
機
会
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
そ
の
準
備
の
た
め
に

た
く
さ
ん
の
事
前
学
習
と
手
順
書

を
作
成
し
、
緊
張
し
な
が
ら
病
院

へ
行
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

実
習
後
の
記
録
を
提
出
す
る
の
も

大
変
で
し
た
が
、
高
校
生
の
無
資

格
の
自
分
に
患
者
さ
ん
か
ら
の「
頑

張
っ
て
ね
」「
あ
り
が
と
う
ね
」
の

温
か
い
言
葉
が
う
れ
し
く
、
救
わ

れ
た
気
持
ち
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
西
高
の
校
名
も
校
舎
も

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

衛
生
看
護
科
が
銚
子
市
内
に
存
在

し
最
短
で
看
護
師
の
資
格
が
取
れ

た
こ
と
、
自
分
が
過
ご
し
た
高
校

生
活
は
普
通
の
高
校
生
で
は
経
験

で
き
な
い
特
別
な
時
間
で
あ
っ
た

こ
と
に
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
列
車
を
降
り
、
お
山
迄
の
道
を

日
々
単
語
帳
片
手
に
友
と
談
笑
し

て
歩
い
た
三
年
間
を
ゆ
っ
く
り
と

想
い
出
し
て
み
ま
し
た
。
久
々
開

柿
内  

雅
代
（
旧
姓 

高
安
）

（
Ｈ
元
年
卒
）

憧
れ
の
看
護
資
格
を

憧
れ
の
看
護
資
格
を

西
高
で

西
高
で

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
同
窓
生
皆
さ

ん
の
近
況
報
告
や
思
い
出
、
ご
意
見

な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
ペ
ー
ジ
で

す
。
皆
さ
ん
の
周
り
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
同
窓
会
員
の
情
報
や
近
況
な
ど

気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

 

同
窓
会
事
務
局

 （
銚
子
市
立
銚
子
高
等
学
校
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
４
７
９ ー 

２
５ ー 

０
３
１
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
４
７
９ ー 

２
３ ー 

４
４
４
１

石毛安幸・美津子（旧姓 佐野）

（Ｓ３８年卒）

6262
年
の
時
を
超
え
て

年
の
時
を
超
え
て
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私
は
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年

４
月
か
ら
２
０
１
５
（
平
成
27
）

年
３
月
ま
で
旧
市
立
、
新
市
立

高
校
に
在
職
し
、
今
年
４
月
か

ら
非
常
勤
講
師
と
し
て
再
び
本

校
に
勤
務
し
て
い
る
。
10
年
ぶ

り
の
職
場
は
、
20
歳
代
～
40
歳

代
の
若
い
先
生
が
多
く
、
活
気

が
あ
る
。
生
徒
は
落
ち
着
い
て

い
て
、
思
い
や
り
と
分
別
と
向

上
心
が
あ
る
。

　
２
０
０
４
年
に
着
任
し
た
と

き
は
、
自
由
奔
放
な
生
徒
が
多

か
っ
た
。
本
校
の
生
徒
と
し
て
、

ク
ラ
ス
の
一
員
と
し
て
の
自
覚

を
持
ち
、
協
力
し
て
課
題
の
解

決
に
向
け
て
取
り
組
め
る
よ
う

指
導
し
た
。
今
は
そ
れ
ぞ
れ
の

道
で
元
気
に
や
っ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
11
年
間
の
在
職

中
は
総
務
部
の
副
部
長
、
部

長
を
務
め
、
部
活
動
は
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
顧
問
を
務
め
た
。

土
日
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
明

け
暮
れ
た
。

　
着
任
後
最
初
の
４
年
間
は
、
旧

お
山
の
最
後
の
時
期
で
、
70
周

年
記
念
式
典
、
記
念
誌
の
編
集
・

発
行
、
旧
銚
子
西
高
校
へ
の
引
っ

越
し
準
備
、
両
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

同
窓
会
の
統
合
準
備
、
工
業
化

学
科
の
閉
科
な
ど
、
行
事
や
準

備
の
業
務
が
続
い
た
。
新
高
校

の
制
服
、
校
章
、
校
歌
も
新
た

に
定
め
ら
れ
た
。

　
新
市
立
高
校
は
、
野
尻
台
の

旧
銚
子
西
高
校
で
ス
タ
ー
ト
し
、

教
室
の
不
足
分
は
プ
レ
ハ
ブ
３

階
建
て
の
校
舎
を
増
築
し
て
は

じ
ま
っ
た
。
第
３
学
年
12
ク
ラ
ス

（
普
通
科
11
、
看
護
科
１
）、
第

２
学
年
９
ク
ラ
ス(

普
通
科
８
、

看
護
科
１)

、
第
１
学
年
普
通
科

８
ク
ラ
ス
、（
看
護
）
専
攻
科
２

ク
ラ
ス
の
全
31
ク
ラ
ス
の
大
規

模
校
だ
っ
た
。
統
合
宣
言
式
で

始
ま
り
、
入
学
式
と
校
歌
披
露

式
、
統
合
記
念
式
典
、
校
歌
の

作
詞
者
村
田
さ
ち
子
氏
の
記
念

講
演
と
続
い
た
。
２
０
１
０
（
平

成
22
）
年
の
夏
休
み
に
春
日
台

の
新
校
舎
へ
引
っ
越
し
、
新
校

舎
落
成
記
念
式
典
を
挙
行
し
た
。

式
典
の
準
備
は
い
ず
れ
も
大
変

だ
っ
た
が
職
員
の
協
力
で
無
事

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

り
便
の
ら
か
師
恩

旧
お
山
最
終
章
～
新
高
校
序
章

岡
根
康
裕

　
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
の

東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
春
台

会
館
が
避
難
所
と
な
り
、
職
員

も
避
難
者
へ
の
支
援
に
協
力
し

た
。
新
校
舎
に
被
害
は
な
か
っ

た
と
思
う
が
、
図
書
館
の
蔵
書

が
書
架
か
ら
落
ち
た
。

　
11
年
間
を
振
り
返
る
と
、
旧

お
山
の
終
わ
り
と
新
市
立
高
校

の
設
立
時
に
総
務
部
の
職
員
と

し
て
関
わ
り
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
感
謝
し
て

い
る
。
総
務
部
は
、
学
校
行
事

や
儀
式
を
準
備
・
運
営
し
、
後

援
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
同
窓
会
の
事

務
局
を
務
め
る
な
ど
学
校
全
体

や
関
係
諸
団
体
と
の
関
わ
り
が

多
く
、
生
徒
に
直
接
関
わ
る
こ

と
は
少
な
い
。
し
か
し
、
行
事

や
儀
式
の
成
功
は
学
校
全
体
を

盛
り
上
げ
、
一
体
感
を
強
め
、

後
援
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
同
窓
会
の

活
動
の
活
発
化
は
よ
り
強
力
な

支
援
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
や
卒
業
生
か
ら

期
待
と
支
援
を
受
け
て
、
後
輩

が
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
ら

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

会費のお支払いについて
当会では、母校の発展に寄与することを目的に永続的な活動を行うため、ご卒業された同窓会員のみなさまに
年会費 1,000 円、終身会費 10,000 円の納入のご協力をお願いしております。
現役の生徒たちがより一層活躍するためにも、なにとぞ主旨をご理解いただき、みなさまのご協力を賜ります
よう心よりお願い申し上げます。
なお、会費の払込みについては下記の方法をご活用ください。　　　　　　　　銚子市立銚子高等学校同窓会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同窓会長　濱野恭一

振込先：ゆうちょ銀行　口座記号番号：00100-2-189041　口座名：銚子市立銚子高等学校同窓会

当会では、母校の発展に寄与することを目的に永続的な活動を行うため、ご卒業された同窓会員の毎年、当会
より会員のみなさまへ送付する同窓会報に振込用紙を同封しております。お手元に届きました振込用紙をご利
用ください。コンビニ決済、郵便局、スマートフォンアプリよりお振り込みいただけます。詳細は振込用紙の
裏面をご覧ください。万が一会報が届いていない場合は、お手数でも同窓会事務局へご一報願います。次年度
より会報を送付いたします。振込用紙を紛失した方は、郵便局での払い込みをお願いいたします。
（コンビニエンスストアでの払い込みはできません。）

コンビニエンスストア・郵便局・スマホ決済でのお支払い

【お知らせ】終身会費納入者のお名前掲載について
平素より同窓会活動にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。
これまで「同窓会だより」等において、終身会費を納入いただいた方のお名前を掲載しておりましたが、個人情報保護の観点
から、今後はお名前の掲載を控えさせていただくこととなりました。これにより、会員の皆様の個人情報をより一層適切に取り
扱うとともに、安心してご協力いただける環境づくりを目指してまいります。何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。
今後とも、同窓会活動へのご支援をよろしくお願い申し上げます。


